
▲昨年8月14日の大雨で崩壊した西郷川の護岸。川は増水し、茶色く濁っていました

特集福津防災

◀斜面にひび割
れができたり
崖に亀裂が入
ります。崖か
ら小石が落ち
てきます

▶湧き水の量
が増えます

◀川が濁ったり
流木が混ざり
始めます。雨
が降り続いて
いるのに、水
位が下がりま
す

▲地鳴りの音が聞こえてきます

◀崖から出る
水が濁った
り、斜面か
ら水が吹き
出ます

▶地面にひび割れ
ができます

崖崩れ 土石流 地すべり
こんな

前触れに注意 !
こんな

前触れに注意 !
こんな

前触れに注意 !

土砂災害の前触れ土砂災害の前触れ
　土砂災害には、次のような前兆現象があります。前兆現象を確認したら、直ちに避難するとと
もに、市役所へご連絡ください。

知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！

ポポ ンンイイ トト33
避難所・避難場所ＱＲコード▼

雨の強さと降り方雨の強さと降り方
予報用語 1時間雨量 人が受けるイメージ 災害発生状況

猛烈な雨

非常に激しい雨

激しい雨

強い雨

やや強い雨

80㎜以上

50㎜以上～
80㎜未満　

30㎜以上～
50㎜未満　

20㎜以上～
30㎜未満　

10㎜以上～
20㎜未満　

息苦しくなるような圧迫
感がある／恐怖を感じる

滝のように降る　　　
（ゴーゴーと降り続く）

バケツをひっくり返した
ように降る

どしゃ降り

ザーザーと降る

雨による大規模な災害が発生するおそれ
が強く、厳重な警戒が必要

都市部では地下室や地下街に雨水が流れ
込む場合がある／土石流が起こりやすい
／多くの災害が発生する

山崩れや崖崩れが起きやすくなり危険地
帯では避難の準備が必要

側溝や小さな川があふれ、小規模の崖崩
れが始まる

雨量は少なくても、長く続くときは注意
が必要

知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！

ポポ ンンイイ トト22

地中に染み込んだ水分によって、
急な斜面が突然崩れ落ちる現象
です。突然起きるため、家の付
近で起きると逃げ遅れる人も多
く、死者の割合も高くなります。

崖崩れ 土石流 地すべり

土砂災害とは土砂災害とは
　大雨や台風、地震が起きたときには、地盤が緩み、崖崩れや土石流、地すべりといった土砂災
害を引き起こす可能性があります。土砂災害から身を守るためには、まず自分の家の周りに危険
がないか、市防災マップで確かめることが重要です。

長雨や集中豪雨などによって、
山や川の石と砂が水と一体に
なって一気に下流へ押し流され
る現象です。

大雨や長雨などによって、雨水
が地面に染みこみ、水の力によっ
て持ち上げられた地面が広い範
囲にわたり、ゆっくりと動き出
す現象です。

知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！

ポポ ンンイイ トト11
市総合防災マップＱＲコード▼

　
異
常
気
象
が
続
く
昨
今
、
県
内

で
は
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
。
昨
年
8
月
に
も
県

南
部
を
中
心
に
大
雨
が
降
り
、
道

路
や
建
物
の
損
壊
、
土
砂
災
害
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
土
砂
災
害
と
は
、
大
雨
や
地
震

な
ど
で
山
や
崖
が
崩
れ
た
り
、
水

　ここ数年、同じ場所に猛烈な雨を継続して降らせる線
状降水帯が発生しています。今、命を守るためにどんな
備えができるのか、知っておきたい知識や心構えを考え
てみましょう。    問い合わせ　市防災安全課☎43・8107

と
混
じ
り
合
っ
た
土
や
石
が
川
か

ら
流
れ
出
た
り
し
て
、
命
や
財
産

が
脅
か
さ
れ
る
自
然
災
害
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
時
期
を
迎
え
、

雨
量
が
多
く
な
る
と
、
土
砂
災
害

の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
ず
、

住
ん
で
い
る
場
所
が
土
砂
災
害
警

戒
区
域
か
ど
う
か
、
市
防
災
マ
ッ

プ
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
雨
が
降
り
始
め
た
ら
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
や
雨
量
の
情
報
に
注

意
し
、土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
た
ら
、
地
域
内
の
か
た
が

た
と
声
を
掛
け
合
い
、
近
く
の
避

難
場
所
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
お
年
寄
り

や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
避
難

に
時
間
が
か
か
る
人
や
、
夜
中
に

大
雨
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
下
図
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
直
ち
に
周

囲
の
人
と
安
全
な
場
所
に
避
難
し
、

市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

異
常
気
象
に
ご
注
意
を

大
雨
と
土
砂
災
害

　手光今川の洪水浸水
想定区域図を県が近日
中にホームページで公
表する予定です。
　公表されしだい、市
公式ホームページでも
お知らせしますので、
河川の近くにお住いの
人はご覧ください。
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消防団員募集中!!
　有
事
の
際
に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

付
け
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
。

そ
の
団
員
は
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、

福
津
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
少
す
る
消
防
団
員

　
令
和
２
年
の
全
国
の
消
防
団
員
数
は
、
約
81

万
8
千
人
で
す
が
、
10
年
前
に
は
約
88
万
3
千

人
が
所
属
し
て
お
り
、
６
万
5
千
人
も
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
消
防
団
員
も
同
様
に
減
少
し
て
い
て
、

令
和
４
年
の
消
防
団
員
数
は
2
7
5
人
で
す
が
、

10
年
前
に
は
、3
1
2
人
が
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

　
消
防
団
は
、火
災
な
ど
の
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、

平
常
時
の
訓
練
の
他
、
火
災
予
防
の
た
め
の
啓

発
活
動
や
広
報
活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
支
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
消
防
団
の
存
在
が
全
国
的
に
重
要
視

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
処
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
消
防
団
に
お
い
て
も
、
令

和
4
年
４
月
以
降
、
活
動
に
対
す

る
報
酬
額
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
年
間
の
活
動
に
対
す
る
報
酬
や

災
害
活
動
、
訓
練
な
ど
に
従
事
し

た
際
の
報
酬
や
費
用
弁
償
が
次
の

と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
額
報
酬
　
3
万
7
千
円
（
団
員
）

出
動
報
酬
　

【
災
害
時
の
出
動
】　
4
時
間
以
上

日
額
8
千
円
、
4
時
間
未
満
日
額

4
千
円

【
そ
の
他
の
出
動
や
訓
練
な
ど
】
日

額
3
5
0
0
円

【
費
用
弁
償
】　
日
額
2
千
円

消
防
団
員
の
募
集

　
現
在
活
動
し
て
い
る
消
防
団
員

は
、
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
年
齢

層
も
幅
広
い
で
す
が
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
共
通
の
思
い
を
持
ち
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
は
、
男
女
問
わ
ず
18

歳
以
上
で
、
市
内
在
住
の
人
か
、

市
外
在
住
で
も
勤
務
地
が
市
内
の

人
な
ら
入
団
で
き
ま
す
。

　
大
切
な
人
や
ま
ち
を
守
る
た
め
、

地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
も
兼
ね
て
、

消
防
団
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▶
消
防
団
の
活
動
例（
右
）女

　性
消
防
班
の
ポ
ン
プ
操
法

　展
示（
中
）水
防
訓
練（
左
）

　火
災
防
御
訓
練

災害時の連絡方法災害時の連絡方法
災害用
伝言サービス

　地震や洪水などの大災害発生時は、電話利用が爆発的に増加し、電話
がつながりにくい状況が1日～数日間続くことがあります。このような場
合は「災害用伝言ダイヤル」・「災害用伝言板サービス」・「災害用ブロード
バンド伝言板（web171）」が開設されます。

災害用伝言ダイヤル
　「171」をダイヤルし、ガイダンスに従ってください
　このサービスは、大規模な災害が発生した場合に安
否確認をする電話サービス「声の伝言板」です。被災地
内と、その他の地域の人々の間などで、伝言の登録・
再生をすることができます。毎月 1日、15日、正月三が
日、および防災週間、防災とボランティア週間にお試
し利用ができます。

　被災者は、携帯電話を使って安否状況の伝言を登録
し、外部の人がその伝言を確認できます。

　インターネットを利用して被災者の安否確認を行
う伝言板です。文字や音声、画像の伝言情報の登録、閲
覧ができます。以下のURLにアクセスし、案内に従っ
て操作してください。

http://www.web171.jp/

災害用伝言板サービス

災害用ブロードバンド伝言板（web171）

伝言の録音方法伝言の録音方法
『171』をダイヤル

『１』を押す

録　音

伝言の再生方法伝言の再生方法

被災地の人も、被災地以外の人も
被災地の人の電話番号を
　　　　　　　　『市外局番』からダイヤル

『171』をダイヤル

『２』を押す

再　生

安否状況の登録安否状況の登録

安否状況の確認安否状況の確認

伝言・安否状況などを入
力します。

安否状況を確認したい相
手の携帯番号を入力して
検索します。

登録
確認

避難時の心構え避難時の心構え
11 状況に応じて、素早く避難しましょう

自分の住所、氏名、連絡先などを記載
した防災メモを持ちましょう

避難は徒歩で

持ち出し品は最小限に

　市から情報が来る前でも、
雨の状況などから判断し、
自宅のガスの元栓を閉じ、
電気のブレーカーを落とし
て避難しましょう。

　特に高齢者や子どもは、事
前にメモを用意し、身に付け
て避難しましょう。

　車は、約30㎝の
浸水で走行困難にな
ります。車での避難
は避けましょう。

　リュックサックにま
とめ、両手が自由に使
えるようにしましょう。

２２

３３

44

55 外出中の家族には連絡メモを残しましょう

集団で助け合いましょう

安全なルートで

避難所では係の人の
指示に従いましょう

　「どこへ避難する」といっ
たようなメモを残しておく
と良いでしょう。

　単独での行動は避
け、近所の人たちと
集団で決められた場
所へ避難しましょう。

　川べり、橋、地下歩道
などはできるだけ避け、
安全な広い道を選びま
しょう。

　指定避難所に着いたら、住所、
氏名を報告しましょう。

６６

７７

８８

知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！

ポポ ンンイイ トト44
知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！知っておきたい！

ポポ ンンイイ トト55
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